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いくつかの節足動物の分類群の卵巣構造と卵形成様式には系統関係を反映した特徴があることが指摘されて

いる (Makioka，1988)。これまで倍脚類の卵巣に関する観察例は限られた日に少数しかないので、われわれは

倍脚類全体の卵巣構造の多様性と基本的特徴および、その進化について推察するため、ヤスデ類の多くの目の代

表例の卵巣構造と卵形成様式について研究を進めている。従来の数少ない記載とわれわれの観察結果から、倍

脚綱の 2大群の一つである唇顎亜綱の多くのヤスデ類では共通して、卵巣は単一の袋状の器官であり、卵原細

胞は卵巣の全長にわたり左右に対を成すgermzonesと呼ばれる領域の卵巣上皮中に局在しており、卵母細胞は

その中および周辺で自身の議胞上皮の一部によって卵巣上皮につながり、そこで卵黄形成を行うことがわかっ

た。 Kubrakiewicz(1987)はオピヤスデ類の I種ヤケヤスデOxidusgracilisの卵巣を観察し、上記のような唇

顎類卵巣の共通特徴の他に、成長中の卵母細胞がその発達順に方向性を持って卵巣内に並ぶという特徴のある

ことを報告し、これをヤケヤスデ型卵巣と名付けた。しかし、この様な特徴は他のオビヤスデ類では報告され

た例がなく、これまでのところヤケヤスデ1種で知られるだけだった。そこでわれわれはヤケヤスデを含め、

オビヤスデ自のヤスデ数種について卵巣構造を組織学的に観察し、オピヤスデ類の卵巣の特徴とその進化につ

いて考察した。

オピヤスデ目の 4科6種、エリヤスデ科DoratodesmidaeのウチカケヤスデEucondylodesmuselegans、ヤケ

ヤスデ科Paradoxosomatida巴のアカヤスデNedyopustambanusとヤケヤスデOxidusgracilis、オビヤスデ科

Polydesmidaeのヒガシオピヤスデ'Epanerchodusorientalis、パパヤスデ科Xystodesmidaeのヤットコアマピコ

ヤスデRiukiariacheri[eraとカントウアオヤスデ'Rhyzodesmuskitazawaiの卵巣構造を解剖による摘出後Bouin

液にて固定、もしくはinωtoでの固定後脱灰処理しパラフイン連続切片を作成し観察した。

観察の結果、今回観察したオビヤスデ類では共通して、雌性生殖系は消化管と腹側神経系との問に位置して

おり、 1対の生殖口が第 2胴節に付属する第2歩脚基節近くに関口しており、 1対の側輸卵管は正中線上で1

本の正中輸卵管につながる。卵巣は薄く引き延ばされた卵巣上皮からなる単一の袋状の器官で、正中輸卵管か

ら後方にのび、全20胴節の17-18胴節にまで達していた。

エリヤスデ科DoratodesmidaeのウチカケヤスデE.elegansは非常に小型のオピヤスデ類であり、卵巣の横断

面はほぼ楕円形を呈していた。 germzonesは卵巣の背側に正中線をはさむように30対前後並んでいた。各germ

zoneの最も正中線に近い領域に卵原細胞が含まれており、卵母細胞は成長の度合いに従って卵原細胞を含む領

域から離れるように順に並んで卵巣上皮にi慮胞上皮によってつながれていた。
ヤケヤスデ科Paradoxosomatidaeの2種は中型のオビヤスデ類であり、 germzonesは卵巣の背側に正中線を

はさむ位置に30数対並んで、いた。最も正中線に近い領域に卵原細胞を含み、成長中の卵母細胞が付着する領域

の卵巣上皮は卵巣の中心側に向かつて小さくひだ状に折れ曲がって陥入していた。卵母細胞は成長の度合いに

{従送つて卵原細胞を含む領域から離れるように順に並んで卵巣上皮に鴻

zones音部Eのひだだ、状の陥入は卵黄形成が進み卵母細胞が大きく成長するに従つて外側に押され、引き延ばされてい

た。卵黄形成を終えた卵母細胞は諸』包上皮から出て卵巣腔へと排卵され、前方の輸卵管腔に多数蓄えられていた。

オピヤスデ科Polydesmidaeと特にパノfヤスデ科Xystodesmidaeの3種は大型のオピヤスデ類である。上記種

とl司様germzonesは30数対卵巣背側に正中線をはさむように位置しており、正中線に最も近い領域に多数の卵
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原細胞を含んで‘いた。また、ヤケヤスデ科の2種と同様なひだ;犬の絡入が非常に大きく発達し、 germzones部

は非常に複雑に入り綾んだ彩となっていた。卵母線抱i立草野原級総;こ近い領域では成長の度合いに従って卵長京総

胞を含む領域から離れるように服に並んで、おり、緩も離れたところに最も進んだ成長段階の卵母線胞が非常に

多数並んでいた。卵黄形成の進んだ倒体では多数の大きな卵母細胞によって卵巣鰹は押し広げられており、ひ

だ状の陥入部も引き延ばされていた。

今回観察した全てのオピヤスデ類では共通して卵母細胞がその成長段階のJIII!Iこ並んで卵巣上皮につながって
いることが明らかになった。この点はKubrakiewicz(1987)がヤケヤステ、O.gracilis 1穫だけの卵巣の観察に

もとづいて記述した特畿であるが、今回の観察によって、これが広くオピヤスデ類に共通した特徴であること

が分かつた。また、この特徴はオピヤスデ類以外の倍脚類の卵巣では見られない。ゆえに、これはオピヤスデ

類の共通祖先に生じたものであり、オビヤスデ類の卵巣の関有の特徴として、系統学的な意味を持つものであ

ると考えられる。

一方、 germzonesの卵母細胞の付着領域の卵巣上皮がひだ状に陥入する特徴もやはりオピヤスデ類以外の倍

軍事類では知られていないものである。オピヤスデ類の進化の過程で独自に発達した特徴であると考えられ、そ

の発達の程度も分類群ごとに変化したものと考えられる。オピヤスデ類の各科腐の系統関係についてはいろい

ろな意見があるが、今回観察した 4科関で、はエリヤスデ科Doratodesmidaeとオピヤスデ事tPolydesmidaeが最
も近縁な関係にあると考えられることが多い (Hoffman，1979)。この考えに従えば、このひだ状の陥入に関す

る特徴は系統的に離れた種間でより類似度が大きく、ゆえに系統学的意味の薄い特畿で、あると考えるべきだろ

うo ひだ状の賂入の発達の程度がヤスデ白身の大ささや、重量卵数iこ比例していることから、主主殖や繁殖の戦略

とより深く関わっている特徴と考えられる。
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